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「妖怪」アスワンの民族誌以前

ーフィリピン民衆信仰研究への予備的考察一

東 賢太朗

1 .はじめに

筆者は、「フィールドワークを行い、民族誌を書く」というワークによって成

立する／してきた文化人類学という学問を志している。調査地は、フィリピンの

パナイ島という一地域であり、そこで民衆信仰についての聞き取りや参与観察を

行ってきた。本稿は、その調査の中で「出会う」こととなったアスワン（αSWαη.g)

という聞きなれないものを対象として扱っていく。しかし、本稿の内容は、筆者

自身の調査をもとにした民族誌でもなければ調査の「II間報告でもなし、。それは、

これまでのアスワンに関する歴史的記述や学問的記述を批判的に検討していこう

という試みである。

フィリピンは、 人口の85%以上をカ トリック教徒が占める、いわゆる「カトリッ

ク国Jである。その状況の中、民衆信仰を研究するl擦には必然的にカ トリックと

向き合わざるをえない。呪術や精霊信仰、また本稿で対象とするアスワンのよう

なものに対して、「正統」なカトリックは常に何らかの形で杉響を及ぼしてきた。

当然、民衆信仰を研究する研究者に対してもそれは影響を与えている。文化人類

学のパラダイムに固執しようとする筆者のような人間が、民衆信仰の民族誌的な

研究を行う以前に考えるべき、また考えざるをえないこと、すなわち民族誌 「以

前Jを本稿では扱っていく。具体的にはそれは、フィリピンの民衆信仰の研究に

おいて、必然的に内包されるカトリックからの「まなざしJを明らかにし、民衆

信仰の民族誌的研究に向けての新たな視凶を提示するものである。

ここで＼「アスワンとは ？」といういまさらの序説を行うとすれば、それはフィ

リピン全土、特に低地キリスト教社会で諮られる「妖怪J的な存在といえるであ
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ろう。日常生活のみならず、小説や映画、ニュースなどのメディアにおいても頻

繁にアスワンは諮られる。本稿では、アスワンを民衆信－仰の一つの例と して提示

し、その歴史的 ・学問的記述の中での表象を追うことで、同時にアスワンという

民衆信仰のあり方を示していくことになる。

2.アスワンの歴史的記述

フィリピンの歴史資料には限界がある。スペインの縞民地化以前のフィリピン

人による文字資料はほぼ皆無であるため、本稿でも15世紀末の植民地化以降、し

かも植民者側の資料を中心に扱っていくことになる。実際に扱う歴史資料はThe

Philippine Islands〔Blair& Rober恰 on1903・9］、これはスペイン人宣教師や行

政官による、15世紀末から19世紀末の植民地下フィリピンに関する全55巻の報告

書集である。この中には、アスワンに関する直接的な記述が二筒所見られる。

一つ目は、 16世紀末にPlasenciaによって書かれた ＂osua九g”に関する記述で

ある。そこで“osu仰 g＂は、「悪魔（devil)に仕える12種類の司祭」［Plasencia

1903・9:194］のーっとして、その他の「司祭」と共に拙かれているo

…8番目はosuαngと呼ばれ、これは邪術師（英語版ではsorcerer）と同義

である。空を飛び、人間を殺しその肉を食べると言われている。これはビサ

ヤ諸島にのみ見られ、タガログ族の聞には存在しない［Plasencia1903-9: 

192-4］。（カッコ内筆者）

二つ目は、 17世紀末のOrtizによる“usaηg”の記述である。 Ortizは ＂usαπg”

を、「我々カ トリック教徒の壁なる信仰や良い慣習に反して、住民が行う悪習J

〔Ortiz1903-9 : 104〕の一つであるとし、その他様々の「悪習」と共に備いてい

る。

…彼らは、 ticticと呼ばれる鳥が、 ωαηgという邪術師（英語版ではsorcerer)

の仲介者だと主張する0 usαηgを先導して飛びながら、その鳥は子供が生ま
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れたばかりの家を／~す。 ωαn.g は尿似の i；にのり、そこから長い百－を糸状に

のばし、 子供の虹ドljiこ ~i!J し入れ、 内臓を吸い出し殺してしまう。［Ortiz1903・

9: 108］。（カッコ内不者）

以上二つの記述から分かることは、少なくとも納民地化のかなり早い段階から、

当時フィリピンの人々の問で「必自然J的なものとしてアスワンが語られていた

こと。そして、植民者であるスペイン人たちは、それを自分達が（言仰するカトリッ

クの神や教えに「反するJものとして捉えていたということである。

Plasenciaの記述と Ortizの記述の間には約1世紀の隔たりがあるが、その別

間とは1521年のマゼランのセブ品来航以降、フィリピンに急速にカトリックが布

教された時期でもあった。日与を｜対てたてつの，1c述から、柿民地化にともなうカト

リック化を経験しながらも、アスワンはフィリピンの人々に語られ続けていたと

いうことを矢口ることができる。

それに対しスペイン人側は、アスワンを 「恐慌」や「恕狩」として扱う。スペ

インがフィリピン梢民地化において、カトリックの布教を重制する、いわゆる

「内なる植民地化」を重視していたことはすでに指摘されている l。植民地化と、

それにともなうカトリック化の過程で、スペイン人たちはアスワンという「士着

の信仰」をカトリックに「反する」ものとして捉えていたのである。

3.アスワンの学問的記述

3-1. Ramosの研究

Maximo D. Ramosはフィリピン人の民俗学者であり、フィリピンの口頭伝

承に関して数多くの著作を銭している。アスワンの研究 〔Ramos1990］におけ

る語りの収集はフィリピン全土に渡り、範倒、集めた諮りの数、記述の詳細さは

他に類を見ない。アスワンについて触れた論文の多くは、必ずといっていいほど

Ramosの業績について再及している。いわばRamosは、アスワン研究の第一

人者であるといえよう。

Ramosの口頭伝承の研－究全般にみられる手JI頃は、①フィリピン各地で語られ
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る語りの収集、②収集した語りの分類、③分類にもとづく分析、である。アス

ワンの研究にもこの手順が別いられている。

①収集について、以下はその方法を端的に示している Ramosの著作からの引

用である。

…学生迷は、インフォーマントから聞き書きした情報を、また時には記憶し

て？！？き記したものを、 5×8インチのカードにまとめて報告する0 ・・・これほ

ど多くの情報がこれほど早く集まったことは、フィリピン社会におけるアス

ワン伝ポの総量と、その流通を指し示していると言えるであろう［Ramos

1990: xxxiii］。

この引用からは、 二つのことが指摘できる。一つは、語りが「5×8インチの

カードjというl画一化された形式で、Ramosの手に渡ること。学生遥が行う聞き

取りの段階では、「5×8インチJにおさまりきらない燦々な情報が集まったで

あろうと想像できるのだが、それがRamosに挺出される時には、ほぼ同じ分：監

に統一され、簡潔に起承転結が述べられた「5×8インチ分の諮りj として

Ramosの著作に掲載されることになるのである。もう一つは、語りの「品」が

重視されているということであるo語りが「大量」に「流通Jしていること、そ

して収集地域に偏りがないことが、①収集においては求められている。

②分類でRamosは、フィリピン各地から収集したアスワンの諮りを5種類に

分類する。すなわち（a）人食い鬼、（b）獣人、（c）内臓吸い、（d）吸血鬼、（e）妖術師、

の5種類である。この分類は、西欧の民間伝承における分類を基準としている

〔Ramos1990: xvi］。しかし（b）獣人について、「フィリピンには狼が存在しない

ので、犬人という用語が最も適しているかもしれない」［Ramso1990: xxiii］、

また（c）内臓吸いについて、「西欧の民間伝承にはほとんど現れず、むしろマレー

シアに幅広く分布している」［Ramos1990: xviii］などRamos自身が述べてい

るように、「西欧の民間伝承における分類」をアスワンの諮りに適用する場合に

は、必ずそれに収まりきらない語りが存在することになる。

収まりきらない「西欧の民間伝承における分類」を用いることに対してRamos
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は、「混乱を終理」し、「より秩序づけられた学問の伝統」に従うためであると込－

べている［Ramos1990: xvi］。つまり②分類とは、午：間的「周辺Jに仇iii（する

フィリピンの民間伝承を、「Jiコ心Jである「西欧Jに対して泌J-1]させるために必

民だったのである。

③分析では、②分頒で行った5つの分類それぞれについてRamosが分析を

進める。この分析において肢も力点が置かれているのが、「フィリピンの文化事

象とアスワンの関係Jの泌宿さである。以下は、（c）内臓吸いについての分析－で

ある。

…フィリピンにおける複合家族の構成と、国連統計によればi廿舛で2、3孫

自に速い急速な国家人口の増加は、小家族が内臓｜吸いに攻惨されやすいとい

う恐れが一つの理由となっているO 多くのフィリピン地ノJ村落の家庭は、典

型的な一部尽での生.t;Eである。料理、食事、労働、く つろぎや睡II民全てがそ

の一部屋で行なわれる。家族のメンバーは大きな蚊｜阪のドで、 一枚のマット

を床に敷いて一緒に絞る［Ramos1990: xx］。

この引用では、フィリピンの大家族とその居住形態の理1t1が、アスワンとの関

連に求められている。その他の分析でも儀礼、人間関係、家政、結婚、気質など、

幅広く生活全般についての文化事象が、次々とアスワンとの関連によって説明さ

れていく。また、それら文化事象がフィリピン内外から「フィリピンに独特」な

文化事象として認識されていることも注目に値する。

以上、 ①収集、 ②分類、③分析、という手JI債をとおしてRamosのアスワン

研究を概観してきた。まとめるならば、①収集において「怠」的に集められた

「5×8インチ分の諮り」は、②分績の段階で、「西欧の民間伝来における分怒り

を基準として、「より秩序づけられた学問の伝統」に従ったものとなる。そして

③分析において 「フィリピンの文化事象とアスワンの関係Jが明らかにされる

のである。 Ramosの分析はいささか、強引な印象を受けるのだが、①収集によっ

て「客観性Jが、②分類によって「権威」が付与されているために、その「ヤ

問」としての説得力を持ち続けることができる。
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「学問」としての確かな手続きを行い、「フィリピンの文化事象Jはアスワンか

ら説明された。今やアスワンについて学ぶことは、そのまま「フィリピンの文化

事象j、それも「独自の文化jについて学ぶこととなったのである。さらに、対

象としてのアスワンも、「迷信」や「俗信Jではない「学問J的研究対象として、

「フ ィリピン独自の文化」に取り込まれていくことになる。アスワンの研究によ

り、「フィリピン独自の文化Jを提唱していくこと、そしてアスワンを「フィリ

ピン独自の文化」に取り込んでいくこと。 Ramosの研究はこの二つの意図を持っ

て行なわれたと考えられるのである。

3-2. Lynchの研究

Frank Lynchはアメリカ人の人類学者であり、またイエズス会の神父でもあ

るo フィリピンというフィールドで、様々な対象についての人類学的研究を行っ

たLynchは、アスワンに関する論文も著している［Lynch1963］。この中で

Lynchは、ピコール（Bikol）地方におけるアスワンの語りを収集・分析した。

すでにアスワン研究における古典ともなっているこの論文は、他のアスワンを扱っ

た論文で参照される頻度も高い。

Lynchの語りの分析において鍵概念、となるのは、彼が別の論文［Lynch1975: 

123-4］で概念化を行った「フォーク・カトリシズム」2概念、である。 Lynchは、

まずカトリック教徒の宗教活動を「公式jと「非公式」の活動に分類するo そし

て、「公式」の活動を公教会により「規定」または「奨励」されるもの、「非公式J

の活動を「黙認J、「不許可」、「非難」されるものとする。そして、「フォーク・

カトリシズムJとは、「黙認、J、「不許可J、「非難」の「非公式」に分類されるも

のであり、かっ民衆的起源を持ち、実践され、そのコミュニティ ーにおいて伝統

として認められている場合を指すと定義されているo

この「フォーク ・カトリシズム」概念、を用いながら、 Lynchは収集したアスワ

ンの語りの分析を進めていく。以下はアスワンになる可能性のある人聞について

の引用である。

…アスワンになる可能性があるものは、神への信仰が薄いものや無いもので
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あり、また仲間を信用しないものである。彼は通常の人付き合いを郷い、判！

と教会に関する全てのものを軽蔑し、秘密主義で、反社会的で、非人間的な

生物であるo …アスワ ンになる人間とは、神や人11¥Jと不和であり、忠霊と仲

間のアスワンとのみ親しくするものなのである［Lynch1963: 140］。

上の引用ではアスワンの属性として、「紳jに反し、そして「悪露」と親しく

することが挙げられている。次の引用は、アスワンから身を守る方法についてで

ある。

…アスワンから身を守る方法の多くは、キリスト教とl剥辿している。アスワ

ンの攻墜は、聖水、シュロ、香、十字架などにより避けることができる

[Lynch 1963: 153〕。

アスワンから身を守るために用いられるのは、キリスト教に関連するものであ

ると Lynchは述べている。 Lynchは、「キリスト教との関連Jや「キリスト教と

の合成」という表現をよく崩し、るが、アスワンに関する諸事象を「キリスト教」

そのものと明言することはなし、。以下は、 Lynchの結論であるo

この（アスワンに関する〉信仰は、キリスト教に由来する概念と共に、多く

の模倣l児術の要素を含んでいる ［Lynch1963: 158］。（カッコ内筆省〉

結論部分でも、「キリスト教との闘連」は認めながらも、「模倣呪術」の要素が

多く見られるという指摘がなされているO

以上、 Lynchによるアスワン研究の概観からこつのこ とが指摘できる。一つは、

全体を通じてアスワンの語りの中に、「キリスト教」的な要素と、「非キリスト教」

的な要素を見出す分析が行われているということである。「神」や「十字架」に

対しての、「悪霊」や「呪術」。そこには明らかに、「カトリック」と「上着jの

習合形態としての「フォーク ・カトリシズム」概念の導入をうかがうことができ

る。もう一つは、アスワンが常に「非キリスト教」的要素として描かれるのに対



22 

し、「村リや「教会」などの「キリスト教J的要素はアスワンと対立するものと

して描かれていることである。「フォーク ・カトリシズムJ概念、によって見出さ

れた「キリスト教Jと「非キリス ト教」は、融合や共存としてではなく、常に対

立するものとして梢かれるのである。

Lynchの「フォーク ・カトリシズム」は、「非公式」のカトリック（「黙認」、

「不許可」、「非難」）に分類されると定義されている。しかしながら、「フォーク・

カトリシズムJ概念は、アスワンの周辺に「カトリックJの要素を見出すことは

できても、アスワンをその中に取り込むことはできなし、。 Lynchの研究は、「フォー

ク・カトリシズム」概念の適用によりアスワンを常にそのモデルの少し外側、つ

まり「カトリック」の周辺に位置付けたのである。

3・3.Demetrioの研究

カトリックの付l父FranciscoDemetriaは、比較宗教学という立場からアスワ

ンについての研究を行った［Demetria1988］。この研・究では、前述の Ramosや

Lynchなどの研究を民族誌資料として扱っており、またアスワンを妖術師（witch)

と同義に用いている［Demetria1988: 372］。

Demetriaはアスワンに関する事象を、「同じく古代の事象」であるシャーマ

ンの事象と対置させる。そして両者は共に「聖なるものへの反応として人聞が創

造したこつの基本的な態度」であるとし、そこから「聖なるものよ「シャーマンム

「アスワン」の関係に宇宙の 「聖なる秩序Jを見出していく [Demetria 1988: 

372］。

Demetrioは、シャーマンを「全ての局面で聖なる秩序に供するものJである

とする。シャーマンは、透視能力、 予言能力、相談、（肉体的、心理的、精神的

な）病治しなどを用いて、「まさに他者のために存在する」ものである。また、

それは「個人だけでなく、共同体のために善行や平和、そして生命を促進させる」

ものでもある［Demetrio1988: 374-6］。

シャーマンに対し、アスワンは「聖なる秩序」に反するものであるとして、

Demetriaは①近親相姦と獣姦、②人食い、③人間の排出物への暗好、の3つ

の属性を挙げる。まず、①近親相姦と獣姦について、「通常の人間」は異族結婚
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をし、また異性と性交し、人間同土で性交を行うのに対し、アスワンは「近親を

性交の机下」とし、「獣との性交にふけるjことで、その秩序にJxするものであ
るとする。次に②人食いに｜渇しては、 「聖なる秩序Jに従い、人間は人間以外の

肉を食べる事で人間性を高めてきたのだが、アスワンはその秩序に反し人肉を食

べるとする。段後に③人間の排出物へのl啓好については、血液（特に生理中の）、

疾、髪、爪、汗のしみついた服、排削物などが、同び地に帰り腐敗することは

「宇宙の変化の過程であり、また生命をぷえるものでもある」とした tで、それ

らを集め、 II与には人に書を為す強力な集として使うアスワンは、 「’ j三’出の l~:J で行

なわれねばならない自然の相互作用と変化の過程」を邪魔するものであると述べ

る［Demetria1988: 377・8Jo

以上が、 Demetrioによるシャーマンとアスワンの刈比である。「他者」、「共

同体j、「聖なる秩序Jに供するシャーマンに対し、それら全てに反するアスワン。

両者の存在により、「聖なる秩序」の存布はより明確なものとなる。アスワンも

シャーマンが「供するJのと同じく、 「反する」ことにより「聖なる秩序」を強

化しコスモロジーを完成させる一安紫なのである。泌れれば暴れるほど、反すれ

ば反するほどアスワンは 「聖なる秩序」を強化してし1く。一見無秩序に暴れまわ

るかのようなアスワンを「塑なる秩序」の中に取り込み、 Demetriaは完成され

たコスモロジーを提示した。

しかし、 Demetriaの研究には、そのコスモロジーの完成度ゆえに湧きあがる

疑問がある。 Demetria自身が明らかにしているように、比較宗教学と言う立場

から行なわれたこの研究は、先行の諸民族誌データのヒに成り立ったものである。

それに加え、西欧の妖術師（witch）に｜刻する資料もおj繁に朋いられている。さ

らに、“theOther，，や“theDivine”、“theHoly，，といった表現によって、特定

の「神」への言及は避けられているものの、そこにポされているのはキリスト教

の世界観を明らかに想像させるものである。頻繁に顔を出す「通常」や「規範」

という表現の背後にも、自身がカトリックの神父である Demetrioの倫理観が見

られる。

そのような資料の用い方や、世界観 ・倫；間観を背；去に行なわれた研究の中では、

アスワンは、確かに「反する」存在としてコスモロジーを完成させるであろう。
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しかし、それは、「悪魔」が「神Jと対立することで完成されるカトリック的な

視点を、アスワンに適用した結果に過ぎないのではないか。 Demetriaの研究の

方向性は、「神Jを中心とした完全なるコスモロジーの提出にある。そのために

アスワンは、フィリピンの「悪魔」的存在としてカトリックの中に取り込まれて

いくのである。

4.考察

ここまで、アスワンの歴史的・学問的記述について個別の検討を行ってきた。

本稿で検討の対象となった記述の掻は、歴史資料の限界、また先行研究の少なさ

を考慮しでも、何らかの一般化された結論を導き出すには物足りない。だが、そ

れらの中に共通して見られるものを抽出することで、少なくともアスワンという

民衆信仰の記述に見られる問題点と、その対策としての新たな視座を提示するこ

とは可能ではないだろうか。以下では本稿の問題意識に従いフィリピン民衆信仰

の民族誌的研究にむけた予備的考察を行う。

全ての記述について、まず共通して見られるのは、アスワンの諮りが諮られる

際に個々の文脈が切り捨てられるということであるo記述者自身が直陵、全ての

諮りを集めることが不可能だったという技術的制約を差し号 I~ 、ても、各記述の中

で用いられている諮りにはあまりにも具体性が乏しし1。つまり、「いつ、どこで＼

誰がJといった諮りの個別性が軽視され、むしろ「し1っか、どこかで、誰かが」

という匿名化された一般的な語りが抜われるのである。「5×8インチのカードJ

の例のように、量的な収集と分類・分析を可能にするためには、ほぼ同じ分量で、

起承転結が簡潔に記された語りは省効であろう。しかしながら、その過程で切り

落とされる個々の文脈とは、登場人物の微細な生活背景、語り手のためらい、さ

らには聞き手の印象など、語りを流動的かっ多面的にする構成要素である。それ

らを切り捨てた、輪郭が整えられた語りの分類・分析とは、本来動態的であった

はずの語りを静態的なものへと固定化していく「脱文脈化Jの作業であると考え

られるのである。

次に指摘できる各記述の共通点とは、アスワンが「カトリック／土着Jという
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二分法の範囲内で記述されているということであるo際史的記述の中では、アス

ワンが「カトリックに反する上着の信仰リとして描かれていることは明白である

が、それは学問的記述にも当てはまる。 Lynchが「フォーク・カトリシズムJ概

念、によってアスワンをカトリックの「周辺Jに位置付けること、 Demetrioのカ

トリック中心のコスモロジーがアスワンを「包摂」すること、そしてアスワンを

「フィリピン独自の文化」とする Ramosが、そのために歴史資料と同じく、ア

スワンをカトリックから「切断jせざるをえなかったこと。それら全てが、カト

リックという点から土着という点まで号｜かれた線分の範閣内で行なわれているの

は偶然、で‘はなし、。そこには、フィリピンの民衆信仰を「正統」なカトリックの視

点から見つめる「まなざし」がある。それを「カトリック教会側の制角」［閃

1997: 406〕と呼ぶならば、その視角のもとに一連の＜「包娯」一「周辺」－ 「切

断」＞の働きがある。

以上をまとめるならば、本稿で検討－した歴史的・学問的記述に共通するのは、

民衆信仰としてのアスワンの諮りを悶定化した静態的なものとしてとらえ、「カ

トリック教会側の視角Jを内在させた記述である、といえよう。それでは、そう

いった「民族誌以前Jに対し、筆者はどのようなアスワンの、そして民衆信仰の

民族誌を想像できるのだろうか。

現在考えうるのは、「脱文脈化Jに対しての「再文脈化」、「カトリック教会側

の視角」に対して「カ トリック図の民俗慣行あるいは生活世界」［関］997: 406] 

への焦点、の移行であるoつまり、今まで切り捨てられてきた個々の文脈を拾い集

めると同時に、「正統」なカトリックという「まなざしJに絡み取られないよう

なポジションを創造するということである。それにより、民衆信仰という民俗知l

を、カトリックに照射された静態的な分配論ではなく、動態的な運用論として捉

えなおすことが可能になる 3。しかし、これら谷易に見える一問一答式の回答は、

「民族誌記述」 という実践においては非常に困難な ものとなる。本稿を民族誌

「以前」とした理由もそこにあるo ここで、一応ながらも提示したフィリピン民

衆信仰の民族誌的研究への視座が実践のレヴェルで吋能となった時、それが近年

の民族誌批判にも耐えうる新たな人類学の第一歩となるのであろう。
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E王

1 フィリピン植民地化におけるスペインの政策については［Phelan1959］に詳しし、。

2 「フォーク・カトリシズム」について詳しくは、［J11回1988］や［寺田 1986］を参照。

3 「知識の分配J論については、［シュッツ 1980:246-55］を参照。またギアーツの、「宗

教の人類学的研究は、それゆえ二段階の作業である。第一は、宗教を宗教たらしめてい

る諸象徴に貝イ本的に表されている、意味の体系の分類であるo そして第二は、それらの

体系を社会構造的、心理的過程に関係づけることであるJ［ギアーツ 1987:208］という

発言は、第一段階の重要性を指摘するギアーツの意図に反して、運用論の必要性をl喚起

させるものと考えているo
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